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         表 紙 説 明 
 
 ３月１日（金）ふわくハイキングサークル主催の 
「外房御宿の光あふれる道を歩く」に参加しました。 
地元出身のリーダーの心使いを感じ、早春の光と野の花と潮の

香りを満喫しました。山と海に挟まれた里山を守り楽しんでい

る「ふわく」の皆さんの素晴らしさは自然保護の原点でしょう。 
（良いコースが沢山あるそうです。案内をお願いして楽しんではいかが） 
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                              千葉県連盟 会長 
                            広木 国昭 
 
 千葉県連盟の「定時総会」は、規約第４条で２年に１回と決定し、その間に会代表者・

県連理事の合同会議を実施し、予決算の承認と重点活動の確認を実施している。 
 これを受けて、合同会議を実施しましたので下記のとおり報告をします。 
１、実施日        ２０１９年２月２１日（木）１９時～２１時 
２、実施場所       船橋市西部公民館 
３、参加会・参加者数   ちば山の会・君津ケルン山の会・船橋勤労者山の会 
  松戸山の会・東葛山の会・千葉こまくさハイキングクラブ・まつど山翠会・ 
  千葉民医連山を歩こう会・山の会「岳樺」・かがりび山の会・岳人あびこ・ 
  ふわくハイキングサークル・市川山の会・茂原道標山の会 １４会より３２人 

 ４、議 題 
   ① 第５２期決算報告・監査報告 承認 
   ② 第５３期予算・連盟費 承認 
   ③ 第５２期 県連活動報告・第５３期活動確認 
   ④ 千葉県連盟・会員数の減少について 
     ・各会の会員数の確認と会員減少の現状報告 
     ・少数の会ではあるが、会員数の増加や現状維持の会もある 
     ・会員獲得の問題点や具体的な活動について 
※  合同会議議事録は、４月号に掲載予定 

千葉県連第５３期合同会議 報告 

会員数減少について 
 
千葉県連盟の会員数は、２０１８年１１月末で１６団体・６９６名となり、前年度

に比べて１団体と５８名の減少となった。過去には８００名を超え、毎年７５０名前

後を確保して来たが今年度は７００名を割り６９６名となった。 
組織にとって数は力です、会員の減少は組織の運営に大きなマイナスとなります。 

合同会議では、十分な討議が出来なかったが、理事会を中心に各委員会、各会の力を

結集して負の連鎖を断ち切り出来るだけ早い回復を目指したい。 
 全国連盟では５９８団体、１８，８０２名となり、前年度に比べて２２７名の減少

となった。特徴的なのは、１６会の脱退で１９６名減少、中でも５５名、３５名の会

の脱退があった。同様に千葉県連盟でも多人数の会の会員減少が顕著に表れている。 
なお、５０名以上の会員減少は、２県連盟で千葉県連盟の５８名は断トツである。 
 千葉県連盟の最重要課題として、理事会を中心に会の参加・協力を得て取り組んで

行きたい。 
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  ふわくハイキングサークルの２０１８年の年間計画では１月の「廃村めぐり」（七里川渓   
 谷の奥にある追原を予定）でしたが、夏に実施した金山ダム入口附近のクリーンハイクで、

メガソーラ開発に対する住民の反対運動が起きている事を知り、ふわくサークルもこの運

動に協力する事となり、今回の開発予定地の現地調査となり企画されました。 
  開発予定地は鴨川有料道路の西側で、私達は鴨川清掃センターから山に入り、君津市の

香木原ゴルフ場へぬける〝香木原古道〟をコースとしました。この古道は、戦国武将の里

見氏（館山に城を持つ）が房総中央の久留里城や三石山を結ぶ戦略路として開発された道

で、開発予定地の西境界にあたるために、ここを歩いてやまの植生や谷の深さを実際に自

分の眼で確認することでした。この開発予定地の尾根は〝郡界尾根〟とよばれ、外房の清

澄山から内房の鋸山まで連なり、最初の千葉国体で登山コースとなった尾根です。労山の

千葉県連も二泊三日の行程でこの尾根歩きをした山です。 

  登山日の１３日はＪＲの鴨川駅裏口広場で鴨川メガソーラ建設の中止を求める会の今西

事務局から開発計画の概略を聞き予備学習をしてから、参加者のマイカーに分乗して山へ

向かいました。計画の概要は広さが３００平方㎢、約１０万本の立木を伐採し、谷を埋め

て５０万枚の発電パネルを敷きつめると言う物でした。郡界尾根から南側の山を開発すれ

ば、〝崩壊土砂流出危険地区〟で土砂災害の危険あり、下流の加茂川から流れ込む鴨川湾

は汚れ漁業が出来なくなる心配もあり、南房の花や緑を求める観光リゾート地の価値が下

がることは身に見えることです。 

  鴨川清掃センター入口にマイカーをとめて歩き始めました。最初の道は〝柚の木林道〟

で安房高山へ出られるコースです。林道東側の尾根は大日尾根でマテバシイが繁っていま

す。なめ川のセキを経て郡界尾根への登りは古道のおもかげが残る石積みが残っていたり、

真っ赤なヤブツバキも咲いているコース。のんびりした歩きで「こんな静かな山を切り開

く必要はないよね」との会話もはずみました。 

  参加者はふわくの会員２５名と県連からは古瀬顧問や自然保護委員長も含む５名と朝日

新聞の館山支局の川名記者もいっしょに歩きました。川名記者は、ちば山の会員だという

事もわかり、労山の人材の広さが実感出来ました。 

  この計画立案の時には地元鴨川の日東交通のバス会社の協力もあり、地元からも期待さ

れている事が実感できました。 

  今後は房総の山と開発に関する学習会もひらいて、中止の署名も集めて、幅広い運動に

広げる事が大切だと確認しあいました。 

  とりあえずの報告です。 
 

 
 

新年初歩き 
鴨川メガソーラ発電開発計画地を歩く 

ふわくハイキングサークル う沢 喜久雄 

建設反対署名を集めよう！ 
千葉県連は、追原ダム建設反対運動、鬼泪山を守る運動の中心として活動しました。 
鬼泪山を守る大きな力になったのは、全国から寄せられた「反対署名」です。 
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昨年山の日 8 月 11 日鋸山の安兵衛井戸コースに参加した。 

ヘリコプターが遭難救助訓練で飛んでいた。参加者 9 名はふわくの山のベテランだ、暑

い日のハイキングでした。脳梗塞後の初体験だ、茂原公園の駐車場から M さんに乗せて

貰いました。金谷駅に 10 時過ぎ参加者全員が集まって安兵衛井戸コースに挑んだ。 
最初は、沢沿いの緩い上がり道、最後尾ながら何とか付いていけたが、安兵衛井戸跡

を見てトンネルをくぐり厳しい登りに入るが、”1 歩”の足が中々進まなくなった。 
“CL の田中さんに声を掛けられ励まされて何とか鋸山の肩にたどり着いたが暑いので、

水を飲むが汗が吹き出し止まらない、昼飯が通らない、みんなが心配して梅干しや健康

ドリンクの差し入れが有難い。 
何とか鋸山の山頂の三角点を踏んだが、少しの、アップダウンが厳しいので最後の展望

台には力が無く上がれないので登り口で、皆の下山を待って合流し、急勾配の階段の下

山に入る。 
車力道の下りも厳しいが何とかゴールへ付いた。後で知ったが熱中症の始まりだった。 
初めての体験でした。  
                                       

ハイキング委員リレイエッセイ 

熱中症を体験して 

中原 紀代冶（ふわくハイキングサークル） 
 

  
千葉県連ワンコイン講習会・講師 石田 良恵 先生の新書と山筋ゴーゴー体操の 
解説ＤＶＤの紹介です。 
問合せは：千葉県連 広木までお願いします。（danphiro@zpost.plala.or.jp） 
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　＜海外登山へのお誘い＞ 2019/2/23/Sat.

千葉県勤労者山岳連盟 海外委員会

＜期　日＞ 2019年7月6日（土）～15日（月・祝）

①大姑娘山登頂グループ　

②高山植物ウォッチング・グループ

＜費用/目安＞ 約34万円　（①、②同額）（全日空直行便利用）
　　　　　　 航空券往復、ホテル、チャーターバス、観光、全食事（機内食含む）
　　　　　　 燃油サーチャージ、成田空港利用料、国際観光旅客税、中国入出国税等
　　　　　　 登山関連（ガイド、ポーター、コック、テント宿泊など)

＜登山コース＞ 日隆～養牛園子ﾍﾞｰｽｷｬﾝﾌﾟ～第1キャンプ～大姑娘山の往復（テント4泊）

＜募集人数＞ 16名　（原則先着順）

＜申込方法＞ 1）参加希望者は、申込先（安彦）まで『参加申込書』をメールにて請求してください。
　メールには、必ず、『氏名』、『所属会名』、『携帯電話番号』等を記入願います。
2）申込みのメールが届きましたら、『大姑娘山登山参加申込書』をお送りします。
3）『大姑娘山登山参加申込書』に必要事項を記入し、申込先まで返信ください。　
　その際に、　『パスポート（写真のある見開き2ページ）』のコピーも添付願います。

＜申込締切＞ 2019年3月26日（火）　（原則先着順）

＜問合せ・申込先＞ 安彦秀夫（あびこひでお）　東葛山の会

E-メール： mt25hm4abichan49@gmail.com　（全て半角）
携帯電話： 090-5827-0571 （関心のある方は、先ず一報を…！）

＜日程＞　 詳細日程・費用は、参加者確定後、改めて旅行会社と調整します。

日　時 （✈：飛行機、⇒：専用車） 宿泊 朝/昼/夕

①7/6（土） 15：00 成田空港第1旅客ターミナル南ウィンング集合 ホテル
成田空港17：25（NH947）✈成都（チェンドウ/500ｍ）22：20⇒ホテル 成都

②7/7（日） 成都⇒臥龍（パンダセンター見学：1800ｍ）⇒日隆（リーロン/3200ｍ） ホテル

（車移動時間：約5時間） 日隆

③7/8（月） 高所順応と足慣らしを兼ねて、車で巴郎山（パーローシャン）峠4320ｍへ ホテル

高所順応 行き、高山植物を楽しみながらハイキング。 歩行時間：約2時間 日隆

④7/9（火） 荷物を馬に預け、海子溝（ハイツーゴウ）沿いをゆっくり登り、 テント
登山① 老牛園子（ラオニューエンツー/3600ｍ）へ。 歩行時間：約6時間 老牛園子

⑤7/10（水） 高所順応日。大海子（ターハイツー/3800ｍ）や テント
登山② 花海子(ホアハイツー/3800ｍ）の湖を尋ねます。 歩行時間：約5時間 老牛園子

⑥7/11（木） 高山植物を楽しみながら、ゆっくりゆっくり歩き、 テント
登山③ カールにある第1キャンプ（4300ｍ）へ。 歩行時間：約4時間 第1キャンプ

①大姑娘山登頂グループ　　早朝、大姑娘山（5025ｍ）を目指して
アタック開始。天候に恵まれれば、山頂から四姑娘山（6250ｍ）の雄姿を

⑦7/12（金） 望むことができます。 テント
登山④ 下山後、高山植物グループと一緒に下山します。 歩行時間：約8時間 老牛園子

②高山植物ウォッチング・グループ  第1キャンプ周辺でブルーポピー
などの高山植物観賞を楽しんだ後、登頂グループと合流します。

⑧7/13（土） 朝食後、日隆（3150ｍ）まで下ります。 歩行時間：約5時間 ホテル
登山⑤ 日隆⇒成都（天候や道路状況により宿泊地の変更あり） 成都

⑨7/14（日） 予備日（成都市内観光とフリータイム） ホテル
（天候や道路状況により、前日の宿泊地から成都への移動になるかも…） 成都

⑩7/15（月） 成都09：00（NH948）✈成田空港15：20（通関後解散）
※荷物を受け取ったら直ぐｽｰﾂｹｰｽの破損などを確認してください。

※成都/日隆間の移動ルートは、臥龍/ウォーロン経由（約5時間）を予定していますが、天候・道路状況に
　よっては、他の経由ルート（雅安/ヤーアン/約9時間、馬爾康/マルカム/約12時間）への変更もありえます。

中国『大姑娘山5025ｍ』登頂とﾌﾞﾙｰﾎﾟﾋﾟｰ･ウォッチング10日間

中国四川省にある四姑娘山（スークーニャンシャン6250ｍ）の山麓は、『高山植物の宝庫』として知られ、
その高山植物を堪能しながら大姑娘山（タークーニャンシャン5025ｍ）山頂に挑みます。

また、車の移動途中で『パンダ』の保護基地を尋ねます。

<食事>

高山植物ウォッチング・グループは、第1キャンプ周辺のブルーポピー等を求めてハイキングを楽しみます。

×/×/機

○/○/○

※締切以前でも航空機予約が混んできた場合、募集を打ち切るか、航空券料金の差額が発生する場合があり
ます。参加するかどうか悩んでいる方も早めにお知らせください。順次、航空機等の仮予約を依頼します。

×/機/×---

○/○/○

○/○/○

○/○/○

行　　　　　　程　

○/○/○

○/○/○

○/○/○

○/○/○
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・ 実施日   2019 年 04 月 11 日（木） 日帰り バス利用  雨天決行 
・ 行き先  群馬県富岡アルプス： 神成山 （かんなりやま） 
・ テーマ  花咲く「日本一美しいハイキングコース」を歩く 
       東国文化の歴史に触れ、豊かな里山の春を楽しむ 
     
・ 集合場所と時刻   

Ａ車 ＪＲ千葉駅ＮＴＴ前 7 時 00 分集合出発 
Ｂ車 鎌ヶ谷市役所 7：00 集合出発＝我孫子駅北口 7:20 集合出発 

 
・ 行 程   貸し切りバス 2 台（宮崎公園駐車場集合） 
       （又は人数に寄り自家用車も有り） 
        
11 日 千葉発 7:00＝鎌ヶ谷発 7:00＝上信越自動車道下仁田 IC 経由＝宮崎公園駐車場 10:00 着予定 
   宮崎公園 10:30―登山道入口―神成山山頂（321ｍ）11:15/11:25－打越の御嶽さん－吾妻山 

（328ｍ）新堀神社（昼食・休憩）12:40/13:10－大サボテンの家（ﾄｲﾚ休憩）13:25/13:45－ 
宇芸神社－宮崎公園 14:30 着予定  14:45 乗車各地 18:00 着予定 

歩行 約 4 時間 00 分 休憩含む  
注：雨天でも散策出来ますので決行します。雨具の用意はお忘れなくお願いします。 

当日は濡れてもよい服装、靴（又は着替え履き替え持参）   
        

・道路状況によりスケジュールや時刻等は変更となる場合があります。 
・ 募集人員  50 名  （千葉発 25 名・鎌ヶ谷発 25 名） 
（今回は、春の花々を楽しみながらの、のんびりハイキングです 

気楽に参加してください） 
・ 費 用  約 7,000 円 バス料金及び人数により変更あり、 
・ 持ち物   山行に必要装備：コンパス（雨具必須）。 
・ 申込み〆きり  3 月 15 日（金）としますが、 

定員になり次第締め切りますので、早めにお願いします。 

・ 申込先  ハイキング委員会 各会でまとめてお願いします。 
 

第 21 回 県連ウィークデー山行案内 

主催 千葉県連ハイキング委員会 

ハイキング委員会に参加しませんか？ 
 はいきんぐ委員を選出していない会からの参加をお願いします。 
 房総ロングハイク・ウィークデー山行の計画・実行が中心活動です。 
各会の山仲間と、楽しくノンビリいかがですか？？？？ 
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◆ 労山は栃木県連が救助活動など中心になって参加しています。 
都連盟・埼玉県連からは、貸し切りバス等で多数参加しています。 
千葉県連は、ちば山の会から毎年参加しています。 
足尾銅山の鉱毒ではげ山になった「足尾の山に緑を取り戻す」ために

参加して下さい。 
◆ 会場の足尾近郊は「近くて良い山・栃木の山」があります。 

備前楯山・袈裟丸山・庚申山・鳴虫山（栃木県百名山）を、山行と 
組み合わせて計画する事も楽しいと思います。 

第２４回 春の植樹祭のお知らせ 

・実施日   ２０１９年４月２７日（土）・２８日（日） 
・実施場所  足尾市・銅親水公園 
・アクセス  ・わたらせ渓谷鉄道 終点「間籐」駅 下車 
        会場（銅親水公園）シャトルバスで送迎あり 
       ・東北道・宇都宮インター⇒日光有料道路・日光⇒ 
        １２２号線⇒足尾方面⇒銅親水公園駐車場 
・参加費   無料 
 
 

参加に関する事・山行・宿泊情報・アクセツに 関する問い合わせ先 
千葉県連 広木 国昭（danphiro@zpost/plala.or.jp） 
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千葉県勤労者山岳連盟（千葉労山） 

◎ 県連盟事務所 
 〒262-0033 
 千葉市花見川区幕張本郷 1-29-18 
   レジデンス幕張台 101 号室 
 ＴＥＬ・ＦＡＸ： 043-306-1190 
 Ｅメール：rousanchiba@grape.plala.or.jp 
 ＪＲ総武線幕張本郷下車、海側 徒歩５分 

（県連事務所に常駐者はいません） 
 ご意見・問合わせは、下記にお願いします。 
・千葉県連ホームページ： 

事務局への問い合わせ 
・又は ：daｎphiro@zpost.plala.or.jp 

◎ 会員の事故一報送付先 

Ｅメール：教遭委員長・伊東 春正 
    ：itou2385@yahoo.co.jp 
ＦＡＸ ：教遭副委員長・広川 登志男 
    ：０４３８－３６－７２１９ 

  全国連盟事務局にも必ず送付する事 
 Ｅメール：jwaf@jwaf.jp 
  ＦＡＸ ：０３－３２３５－４３２４ 
 

 
◎ 連盟費振込み先 

郵便振替口座 

00160-3-481509 
千葉県勤労者山岳連盟 

◎ 「ちばニュース」 
・原稿送付先 
・ご意見・問い合わせ は 

   発行責任者：広木 国昭まで    
 dabphiro@zpost.plala.or.jp 

◎ 千葉県連の支援活動について 
支援活動は、各会で計画・実施

をお願いします。従来どおり、

高速代・宿泊費補助をします。 
（事前に一報をお願いします） 

◎ 支援海産物販売のお知らせ 

 夏場は休んでいましたが涼し

くなったので開始しています。 

問合せは：広木まで 

  出来る時に 

      出来る人が 

         出来る事を 
danphiro@zpost.plala.or.jp まで 
 

 
 

【編集後記】 
◆ ２月２１日（木）に「会代表者・県連理事合同会議」が実施され、例年にない

大きな課題を背負って、第５３期がスタートしました。 
焦らず慌てず、会と会員の皆様の参加・協力をいただき、取り組んで行きます。 
ちばニュースも、少しでも役に立つように頑張ります。 

◆ 会山行、会行事等をちばニュースにお寄せください。 
ちばニュースを通して、会同士の情報交換、交流が出来ればと思います。 

◆ちばニュースへの、投稿は下記にお願いします。（機関紙委員会） 
・送り先：戸石（m-toishi@min-iren-c.or.jp） 
     種蔵（tanekura@gmail.com） 
     広木（danphiro@zpost.plala.or.jp） 

３名に送って下さい。当面、お手数をお掛けしますが改善します。 
・ワードで Ａ４・２ページ位、明朝 １２ｍ、余白は全て２５ｍ 

   ＰＤＦなど、特別な加工はしないで結構です。 
・写真を２・３枚 付けていただければ助かります。（無くても結構です） 
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　　　行事予定 　　　　行事予定

1 金 全国組織部会 1 月 県連役員会

2 土 2 火

3 日 3 水

4 月 県連役員会 4 木

5 火 5 金

6 水 6 土

7 木 7 日

8 金 8 月

9 土 9 火

10 日 10 水

11 月 11 木 ウィークデー山行

12 火 12 金

13 水 13 土

14 木 県連理事会 14 日

15 金 15 月

16 土 16 火 全国役員会

17 日 17 水

18 月 18 木 県連理事会

19 火 全国役員会 19 金

20 水 20 土

21 木 21 日

22 金 22 月

23 土 23 火

24 日 24 水

25 月 教遭委員会 25 木 全国理事会

26 火 26 金

27 水 27 土

28 木 全国理事会 28 日

29 金 29 月

30 土 30 火

31 日

　　　　　　　　　　　県　連　活　動　予　定　表

3 4

発行者　：　千葉県勤労者山岳連盟
　　　　　　〒２６１－００１３　千葉市花見川区幕張本郷　１－２９－１８
　　　　　　レジデンス幕張台　１０１号室
　　　　　　ＴＥＬ・ＦＡＸ　０４３－３０６－１１９０　（常駐者はいません）
発行責任者　：　広木　国昭(danphiro@zpost.plala.or.jp)
問い合わせは：千葉県連ホームページ・事務局への問合せまで
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